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                  図１ 授業の流れ 
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１ 数学的活動の重要性 

 子どもたちの学習状況を見ると，体験が少なく，それを意味づけした経験が非常に乏しく

なっている様子が見られる。 

言葉の意味を真に理解できず，現実世界から受け取る具体的な情報について，

いることもある。 

 こういう状況の中で，数学の世界での子どもたちの現状を見ると，

と考えられる。 

 現在の中学校学習指導要領解説数学編では，目標として次のようになっている。 

 

 

 

 

 この目標を実現するた

めには，これまで学んだこ

とを活用しながら，見つけ

た課題解決のために

することが極めて重

要である。つまり，授業の

中で，数学的活動の充実を

これまで以上に進めてい

く必要がある。 

 中学校の数学的活動に

ついては，学習指導要領で

は右のようになっている。 

今，数学のよさやおもし

ろさを実感できるように

授業改善に必要なことは，数学的活動を計画的に位置づけ，子どもが，じっくりと問題から

課題を見つけ，課題解決のために学んだことがどのように働くかという体験ができるよう

にすることである。さらには，試行錯誤した結果，どのようなことがわかり，これからどの

ようにすべきかを認識し， することである。 

 子どもたちの学びの現状から，子どもたちの「気付き」や「発見」を生かしながら，数学

的活動を中心とした試行錯誤を行う場を設けて，そこでの数学的経験を生かした授業を目

指したい。 

 

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生か

そうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。 
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小中の連携の意図から、小学校の学習指導要領には次のように記されている。 

２ 数学的経験 

 コロナ渦にあって，公開授業が減少し，それに伴って授業研究会もなくなり，さらに若い

教員が増えている学校現場にあって，授業後の検討会の充実も昨今の大きな課題と言える。

が授業後の検討会では重要である。

最近では，文科省の学力学習状況調査の結果を踏まえた，いわゆる「学力向上」のための授

業研究会が多くなっているが，授業で子どもはどのように考えたのか，どんな数学的経験を

したのかというような， が決して多いとは言えない。 

 そういう議論を行うためには，授業者は授業計画に数学的活動を位置付け，子どもがじっ

くりと考える時間，試行錯誤する時間が必要である。子どもが，課題解決にむけて実践する

場が必要である。齋藤喜博は「授業」（国土社）で次のように記している。 

 

  

 授業の中で子どもが具体的な操作活動や既習事項を活用した内的思考による課題解決の

ための数学的活動を行い，自らの考えにこれまでの知識などを意味づける「数学的経験」を

することが，齋藤が言うところの実践の場と考える。 

 

と感じることができる。 

「数学的経験」については，私は次のように定義している。 

 



令和 7 年度イノベーション人材育成推進教員活用事業（会津若松市立一箕中学校）           2025_11_19 
 

4 

 

1 2 3

4 5 6

7 8 9

7 8 9

4 5 6

1 2 3

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

31 32 33 34 35

 

 このような数学的経験をすることによって，子どもは数学のよさやおもしろさを実感し，

創造的な思考に移行し，変わっていくものと考える。 

 これに関わるものとして，齋藤喜博は，「授業」の中で次のように記している。 

 

 

 

このような問題を提示し，次のことに視点をおきながら実践をする。 

（１）子供の気付きや発見を生かす（ ） 

（２）知る喜びを実感できるようにする（ ） 

 

  【電話】        【電卓】 

   

 

                      → 

 

 

                     

                  図１ 

 いろいろな方法で１～９までの和を求める。数の分解や合成，加法や減法などを活用し

ながら次の例のように試行錯誤する活動が見られる。 

 

（例）① １＋２＋・・・・・＋８＋９ 

   ② （１＋９）＋（２＋８）＋（３＋７）＋（４＋６）＋５ 

   ③ （１＋５＋９）＋（３＋５＋７）＋（４＋５＋６）＋（２＋５＋８）－５×３ 

   ④ ５×９ 

 

 算数数学は  

（例 1）電話と電卓のキーの違いはどうなっているだろうか。すべてのキーの数を足

すといくらになるか。  
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 ④の計算を取り上げ，子どもたち

にどんな考え方を使って計算したの

かを考える活動を行う。 

 右図のように数を分解したり合成

したりする考えが使われていること

に気付く。さらには，平均の考え方

が使われていることを理解し，自分

の言葉で表現していく。 

 この例のような「数学的経験」を

することによって，その先の学習に

生かすことができる。                  図 2 

 例えば，先の図１の 11から 25 までの連続した数の和を求める場合には，この「数学的

経験」を生かすことができないだろうかと考える子どもが出てくる。 

 さらには，かけ算九九表の数の和を求め

る問題に取り組むと図 3のように行ごとに

足していく方法だけではなく，中央の 25 に

着目をして，これにマスの数をかける，つ

まり 25×81 で求めることができるのではな

いかと予測する。平均の考え方が使えるこ

とを理解する。 

 これまでの例のように電卓のキーの数の

和を求める数学的経験をしておくことによ

って，数の感覚が豊かになり，様々な手続 

きを理解する。このような活動を意図的・         図 3 

計画的に行うことによって，単なる つなが

り，「学んだことが役に立った」という数学のよさを実感することにつながる

 

２ 系統性を意識した授業づくりでのポイント（実践から） 

① 単元全体で授業計画を作り，特に単元末にどんな問題を提示するかを考えながら，積

極的に既習事項を活用するような数学的活動を行う。（教科書の問題でも，他の問題

でも）。 

② 算数数学では，同じ考え方で解決できるものが数多くある。数式領域での考え方が図

形領域で生きる（１から１００までの和 台形の面積や高校の数列）。 

③ やや学習抵抗のある問題を準備し，主体的に学習に取り組む態度の評価に生かすとと

もに，その問題にどんなよさやおもしろさが潜んでいるかを教師自身が見つけ，感動

を子どもと一緒に得る。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 → 45

2 4 6 8 10 12 14 16 18 → 90

3 6 9 12 15 18 21 24 27 → 135

4 8 12 16 20 24 28 32 36 → 180

5 10 15 20 25 30 35 40 45 → 225

6 12 18 24 30 36 42 48 54 → 270

7 14 21 28 35 42 49 56 63 → 315

8 16 24 32 40 48 56 64 72 → 360

9 18 27 36 45 54 63 72 81 → 405
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④ 系統図を使いながら，それぞれの領域がどのように関連しているかを確認する。 

⑤ 改めて「教科書を教える」ではなく「教科書で教えること」を意識し，行間を読む。 

⑥ それぞれの校種における「数学的活動」を積極的に行い，事実の伝達ではなく数学的

経験をできるようにする。 

⑦ 小学校の教員は中学校の教科書を，中学校の教員は小学校並びに高校の教科書がある

と，教材研究に生かせる。 

 

 

５ 問題提示の工夫  

 数学的活動が充実 

していくような指導

過程と同時に，それに

ふさわしい問題の提

示が重要。さらには，

問題から課題を見つ

けることができるよ

うな提示の仕方が大

切。 

 

【小学校での扱い】 

算数数学を小学校から高校までの内容で見ていくと，それぞれの校種で独立しているの

ではなく，深いつながりがあり，そのつながりを意識しながら指導していくことが大切であ

る。特に，小学校での直感的な学びや数学的活動が数学を面白いものにし，「考えることの

楽しさ」や「有用感」「必要感」を持てるようにする。 

（例３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

直径１０cm のビニール管６本を

ひもでくくりたい。ひもが一番短い

のは・・・？ 
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６ 円の学習を楽しみ、円周率の意味をしっかりと理解したい 

（例４） 

（例５）【中学校では】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 円の学習では，おもしろやよさを存分に実感させたい 

（例６）円の面積が最も大きいのはどれでしょう（問題から課題を見つける） 
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もし、 。問いを引き

出せるように， と考える習慣を・・・ 

子どもの  

 

さらに，中学校の学習では，次のような問題が考えられる。授業で学んだことが，十分に

理解されているかどうかを見るための することも重要である。 

問題１を解いてから，問題２を評価問題として与えることにした。図２において「半径γ

の円に内接する正六角形の各頂点を中心とする半径γの円周が交わってつくられる６つの

花びらの形をした図形の面積を計算しなさい。」（ をさせながらの指導） 

（例７） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

このような問題を，高校の数学ⅠＡで見ると，次のような問題がある。 

（例８） 
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（例９）どんな感動を与えたいか 

（個→グループ→共有 あたかも自分で発見したかのように） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 結果（数学）は、私たちに語りかけてくれる 

ひし形の面積を求める学習をした後に，発展的な問題として，次のような問題を提示す

る。問題を解いた後に，その結果から子供に気付かせたいことがある

）。 

   

 

 

 

 

 

 

 

９ 学んだこと（直観・直感）が後で生きてくる 

 

 

 

 

 

 

 

(例１０) 

正方形ＡＢＣＤの面積は３６c ㎡です。正方形ＥＦＧＨの面積を求めてみよう。  

福男さんは，次の①②のような足し算を行い，１０個の連続した数の足し算は，５番目

の数によって決まりそうだと直観し，③の計算結果を予測しました。 

  ③の計算結果を記し，福男さんの予測が正しいことを説明しなさい。 

 

① １＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９＋１０＝５５ 

② ４＋５＋６＋７＋８＋９＋１０＋１１＋１２＋１３＝８５ 

③ ８＋９＋１０＋１１＋１２＋１３＋１４＋１５＋１６＋１７＝ 
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このような経験をしておくことによって，「 」が豊かになり，見通しを持って

解決方法を考え，予想を生かした思考に結びつく。この経験を，福島県のジュニアオリン

ピック等に生かすことができる。 

 

10 算数数学のつながり（系統性）を意識した学習過程（学習の必要感・有用感） 

例えば，５年生の三角形の面積の問題を考える。 

 

 

 

 

 

 

【発展的な問題】 

平行四辺形の各辺を三等分して，内部に任意の点Ｐ

をとります。 

Ａ＝１０㎠  Ｂ＝８㎠  Ｃ＝４㎠ 

のとき，Ｄは何㎠でしょうか 
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中学校での学習は，小学校の学びが活用でき，数学的経験が生きる 

 

 

11 小学校では「内発的な学習意欲」を喚起させたい 

既に小学校の拡大縮小で,中３の相似の学習を 
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そのためには 

 既習事項を活用して，

② まわりの人と一緒に勉強することで，

 

これらを実現するためには， が

大切。 ，それを使って， など，まわりの人を

みて学ぶことが多いことを実感させたい。めあては，設定した方がいい場合とそうでない場

合があり，子どもの学習意欲がどのように高まるかを想像しながら設けたい。 

・好きだから 

・もっと知りたいから 理解したいから 

・もっと賢くなりたいから できるようになりたいから 成長したいから 

 

12 グループ学習の活用 

【多様な考えを引き出すことができる問題】 

個(自力解決)→ グループ(集団・振り返り) → 学級全体へ → 個（振り返り） 
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【問題の把握が難しい場合】 

  グループ（集団）で問題の理解 → 自力解決 → 集団で比較・検討 → 学級全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に 

 


